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審 査 結 果 の 要 旨 
 
本研究は、5週齢のddY系雄性マウスとマウス単球由来マクロファージ様RAW 264細胞を用
いて、LPSによって誘導されるマウスエンドトキシンショックおよびマクロファージ活性化
に対する胃潰瘍治療薬のポラプレジンク（PZ）の効果について検討したものである。そ
の結果、PZおよびその構成成分である亜鉛は熱ショック蛋白誘導作用ではなく、NF-κBの
活性化抑制とその後のNOやTNF-αなどの炎症性メディエーター産生を抑制することにより、
エンドトキシンショックマウスの生存率を改善することが判明した。本論文の内容は、周
術期管理において、PZおよびその構成成分である亜鉛がLPS誘導エンドトキシンショックを
防御するのに有用であることを示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたものと認
める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
